




藤浪 千種 1）　氏原 恵子 1）　乾 友紀 1）　寺田 康祐 1）
伊東 千世子 1）　大石 ふみ子 1）
1）聖隷クリストファー大学看護学部
　
Development of Simulation-based Learning in Acute 
Nursing Practice
Chigusa Fujinami1）　Keiko Ujihara1）　Yuki Inui1）　Kousuke Terada1）
Chiseko Ito1）　Fumiko Oishi1）











































































2013 年～ 2017 年の急性期看護学実習では、
60 ～ 70％の学生が 60 歳代後半～ 80 歳代前


























































シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 教 育 の 内 容 は、























































教育は 12 ～ 14 名（1 グループ 6 ～ 7 名を 2
グループ編成）とし、休憩 15 分を入れて全











































 ■氏名：佐藤聖子 ■年齢：58 歳 ■性別：女性 ■診断名：肺がん（左上葉）■既往歴：なし 
■喫煙歴：10 本/日 （20 歳から入院前日まで） 
■術前の検査所見：身長 160 ㎝、体重 65 ㎏ （BMI 25.4）、心電図：異常所見なし、胸部 X 線検査：異常陰影なし、 




・手術室入室 9：30、 手術室退室 13：30 病棟帰室 13：45 
・麻酔時間 10：00～13：30（3 時間 30 分)、 手術時間 10：30～13：05（2 時間 35 分） 
・術式：胸腔鏡補助下左肺上葉切除術、麻酔方法：全身麻酔、硬膜外麻酔（Th5～6）、手術体位：右側臥位 
・術中経過：術中出血量は 45ｍL であり、術中バイタルサインは問題なく経過。輸血なし。術中輸液量は末梢静脈か 




・バイタルサイン：クリニカルパスに従う（帰室時、30 分×２、60 分×２、120 分×２、以降４検） 
・輸液：末梢点滴ソルデム 3A ®500ｍL  80mL/時で持続点滴 
・硬膜外カテーテル：アナペイン®10 ㎎/20mL/A 2A、生理食塩水 100mL を 3mL/h で持続注入 
・酸素投与：２L/分 （SpO2 95%以上維持） 
■手術室退室時の状態 
・意識清明（JCS；0）、指示動作可能、嚥下反射あり、疼痛なし、悪心・嘔吐なし 
・体温 36.0℃、血圧 118/78 ㎜ Hg、心拍数 85 回/分、呼吸 20 回/分、SpO296%（経鼻カニューレ O2 2L/分） 
 （課題） 
あなたは佐藤さんの受け持ち看護師です。術後 30 分の全身状態の観察・アセスメントをして下さい。 









テル、PCA ポンプ、フットポンプ、心電図モニタ、SpO2 モニタ、鼻腔カニューレ（CPS 実習ユニット®で
流量 2L/分とする）を装着する。 
・左胸部に胸腔鏡手術による創部 3 か所作る（創傷シールを貼付）。 
【シミュレーターの内部環境の準備】 
・BT：36.8℃ HR：104 回/分 Bp：120/70mmHg、RR：24 回/分、SpO2：96%（酸素カニューレ 2L）、胸腔ド




































10 分 ・シミュレーション（事例２） 事例 1 と同様に実施する。 
30 分 ・デブリーフィング 































2019 年 10 月からシミュレーション教育を
導入した本実習を開始し、2019 年 12 月現在



























































































INACSL ス タ ン ダ ー ド 委 員 会（2016）：
INACSL ベストプラクティススタンダー
ド：シミュレーション　シミュレーショ
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